
神戸市は、2025 年１月に阪神・淡路大震災から 30 年を迎えました。これまでの復興に際し、市民が
力をあわせて助け合ったことに加えて、国内外からもたくさんのご支援をいただいたことにこの場をお借り
して改めて感謝を申し上げます。本市では震災の経験をもとに災害に強いまちづくりを進め、市外の被災
地支援にも積極的に取り組んでまいりました。次の世代においても、神戸が他の地域に貢献できる都市で
あり続けるため、阪神・淡路大震災の経験、知見、教訓の継承を大切にしてまいります。

この寄稿が掲載される本年４月以降には大阪・関西万博の開幕とともに、神戸空港では国際チャーター
便の運用が開始され、国際空港としての第一歩を踏み出しています。2030 年前後の国際定期便の就航も
見据え、国際化という新たなポテンシャルを最大限活用し、市内経済のさらなる活性化を図るなど、神戸
を「さらなる高み」へ押し上げる新たな国際都市神戸を創ってまいります。

全国的には少子・高齢化に伴う人口の自然減が加速し、本市においても人口減少の傾向が顕著になって
います。過去の人口増加時代とは異なる新たな価値観、斬新な発想や、本市が保有するデータやエビデン
スに基づいた政策立案（EBPM）により、オールドタウン化の進行や都市のスポンジ化に対応するなど、
人口減少時代にふさわしいまちづくりを進めていくことが重要となる一方で、神戸市には現在約 140 か
国、過去最多となる約５万 9,000 人の外国人の方が暮らしています。コロナ禍を経て過去５年で約１万
人が増加しており、今後外国人の皆さんの活躍の場がますます広がるとともに、在留外国人の人々にとって
も住みやすい、地域共生のまちづくりが一層求められています。

具体的な取り組みとして、2025 年度には、より神戸経済の活性化に重点を置いた姉妹・友好・親善 
協力都市との交流をはじめ、地域における相互理解の促進のための多文化防災リーダーの育成や多文化 
交流員の地域行事への派遣、外国人との共生施策の立案のためのアンケートによる実態調査及び留学生を
中⼼とした政策提案会の開催、外国人児童生徒への支援として、初期日本語指導を集中的に行う拠点教室
の運営や母語による学習支援のための支援員の配置等を引き続き実施してまいります。

2025 年度は、第５次神戸市基本計画などを踏まえ、SDGs（持続可能性）の視点に基づく５か年の 
実施計画である「神戸 2025 ビジョン」の最終年度にあたります。ビジョンに掲げる施策を積極的に展開
することにより、市民一人一人が幸せを実感でき、温かみのあるまちづくりを進め、また、豊かな自然に
近接した都市としての強みを生かし、多様な主体の参画を促進しながら、森林・里山の再生やまちの緑化
に取り組むなど、暮らしの質・都市の価値を高めるとともに、未来を見据えた循環型社会を創造し、持続
可能な大都市経営を行うことで、「海と山が育むグローバル貢献都市」の実現を確かなものにしていきます。

頭巻 言

神戸市長　久元　喜造
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「海と山が育むグローバル貢献都市」の
実現に向けて


